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八代市議会内の
活動や議会日程等を
Facebookで
情報発信しています

全国女性消防操法大会優勝！
　八代市消防団本部女性隊が10月21日
に東京で開催された同大会で見事優勝
し、2連覇を達成しました。
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正
副
議
長
就
任
挨
拶

正
副
議
長
就
任
挨
拶

こ
の
た
び
私
た
ち
は
、
令
和
５
年
９
月
定

例
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
御
推
挙
に
よ

り
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

使
命
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
新
た
な
決
意
と
信
念
を
持
っ
て

市
議
会
の
運
営
と
市
政
の
進
展
に
全
力
で
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
今
の
世
界
情
勢
に
よ
る
原
油
価
格
の
上

昇
や
急
激
な
円
安
等
の
影
響
に
伴
う
、
様
々

な
生
活
物
資
や
原
材
料
等
の
物
価
高
騰
対
策

の
み
な
ら
ず
、Ｔ
Ｓ
М
Ｃ
の
熊
本
県
進
出
を

契
機
と
し
た
経
済
波
及
効
果
や
新
規
雇
用
効

果
を
高
め
る
た
め
の
企
業
誘
致
用
地
整
備
事

業
、
県
南
拠
点
を
捉
え
た
物
流
・
人
流
拠
点

機
能
を
兼
ね
備
え
た
新
八
代
駅
周
辺
整
備
に

関
す
る
諸
問
題
と
い
っ
た
喫
緊
の
課
題
解
決

に
向
け
、
執
行
部
と
両
輪
と
な
り
、
未
来
へ

の
架
け
橋
と
な
る
よ
う
果
敢
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
を
代
表
す
る
議
会
の
責
務
と

し
て
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
の
実
現
を
目

指
す
と
と
も
に
、
市
民
福
祉
の
向
上
、
本
市

の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
、
尽
力
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
様
の
御
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
二
元
代
表
制
の
一
躍
を

担
う
議
会
の
使
命
と
役
割
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、
公
平
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
市
議

会
に
対
す
る
よ
り
一
層
の
御
理
解
と
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議長 田方芳信

副議長 金子昌平

後
列
右
か
ら
：

太
田

広
則

野
﨑

伸
也

百
田

隆

髙
山

正
夫

山
本

敬
晃

前
列
右
か
ら
：

谷
川

登（
副
委
員
長
）

中
村

和
美（
委
員
長
）

常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の委員を改選しました常任委員会、議会運営委員会、特別委員会の委員を改選しました

総
務
委
員
会

◆
行
財
政
の
運
営
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

◆
総
合
計
画
の
策
定
推
進
等
に
関
す
る
諸
問
題
の

調
査
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建
設
環
境
委
員
会

◆
都
市
計
画
・
建
設
工
事
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

◆
生
活
環
境
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

後
列
右
か
ら
：

金
子

昌
平

上
村

哲
三

村
川

清
則

中
山
諭
扶
哉

谷
口

徹

前
列
右
か
ら
：

木
村

博
幸（
副
委
員
長
）

古
嶋

津
義（
委
員
長
）

経
済
企
業
委
員
会

◆
産
業
・
経
済
の
振
興
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

◆
水
道
事
業
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

後
列
右
か
ら
：

橋
本

隆
一

堀
口

晃

大
倉

裕
一

橋
本
徳
一
郎

前
列
右
か
ら
：

北
園

武
広（
副
委
員
長
）

成
松
由
紀
夫（
委
員
長
）

増
田

一
喜

後
列
右
か
ら
：

堀

徹
男

田
方

芳
信

山
本

幸
廣

橋
本

貴
喜

前
列
右
か
ら
：

友
枝

和
也（
副
委
員
長
）

橋
本

幸
一（
委
員
長
）

文
教
福
祉
委
員
会

◆
教
育
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査

◆
保
健
・
福
祉
に
関
す
る
諸
問
題
の
調
査
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議
会
運
営
委
員
会

◆
議
会
の
運
営
に
関
す
る
事
項

◆
議
会
の
会
議
規
則
、
委
員
会
に
関
す
る
条
例

等
に
関
す
る
事
項

◆
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項

後
列
右
か
ら
：

成
松
由
紀
夫

北
園

武
広

増
田

一
喜

橋
本

幸
一

大
倉

裕
一

野
﨑

伸
也

友
枝

和
也

前
列
右
か
ら
：

古
嶋

津
義

谷
川

登（
副
委
員
長
）

上
村

哲
三（
委
員
長
）

山
本

幸
廣

後
列
右
か
ら
：

橋
本

幸
一

上
村

哲
三

大
倉

裕
一

中
村

和
美

北
園

武
広

友
枝

和
也

前
列
右
か
ら
：

成
松
由
紀
夫

橋
本

貴
喜（
副
委
員
長
）

増
田

一
喜（
委
員
長
）

山
本

幸
廣

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る

特
別
委
員
会

◆
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る
諸
問
題
の
調

査

企
業
誘
致
用
地
及
び
新
八
代
駅
周
辺
に

関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

◆
企
業
誘
致
用
地
及
び
新
八
代
駅
周
辺
に
関
す
る
諸

問
題
の
調
査

Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
進
出
を
契
機
と
し
て
、八
代
港
、新
八
代
駅
周

辺
、
市
内
各
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
を
生
か
し
た
企
業

誘
致
用
地
の
整
備
及
び
新
八
代
駅
周
辺
開
発
に
向
け
た
取

組
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
議
員
発
議
に
よ
り
「
企

業
誘
致
用
地
及
び
新
八
代
駅
周
辺
に
関
す
る
調
査
特
別
委

員
会
」が
設
置
さ
れ
、11
名
の
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

後列左から：橋本 貴喜、野﨑 伸也、北園 武広、
谷川 登、友枝 和也

前列左から：古嶋 津義、山本 幸廣、成松由紀夫（委員長）、
橋本 幸一（副委員長）、増田 一喜、大倉 裕一

10/2 新しい特別委員会が設置されました
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9月 定例会

条例議案４件、予算議案４件、人事議案３件、決算３件、その他９件を審議しました。
主な議案は、次のとおりです。

※主なものを抜粋して掲載

八代生活環境事務組合じん芥処理施設の焼却施設の閉鎖により、共同処理する事務の内
容及び組合の経費の支弁方法を変更することに伴い、規約を一部変更するもの

【循環社会推進課 ☎34－1997】

可
決

可
決

可
決

 ９月 １１日（月） 本会議／開会
 １9日（火）～２１日（木）

   本会議／質疑・一般質問
２５日（月） 令和２年７月豪雨に関する

   特別委員会

  ２６日（火） 建設環境委員会
   経済企業委員会
  ２７日（水） 文教福祉委員会
   総務委員会
 １０月 ２日（月） 本会議／討論・採決

条例制定・改正など
八代生活環境事務組合の共同処理する事務の変更及び
規約の一部変更について

八代市と氷川町との間の一般廃棄物の焼却処理に関する
事務の委託について

氷川町の区域において収集した一般廃棄物の焼却処理に関する事務の委託について、地
方自治法第２５２条の１４第１項の規定に基づく氷川町との協議を行うもの

【循環社会推進課 ☎34－1997 】

出産する予定の被保険者または出産した被保険者に係る国民健康保険税の免除措置を講
じるためのもの（令和６年１月１日施行）
●改正内容
出産被保険者がある場合は、国民健康保険税の算定に当たり、対象期間における出産
被保険者に係る国民健康保険税（所得割及び被保険者均等割）を免除し、算定する。
●対象期間
出産被保険者の出産予定日が属する月の前月から４か月間。多胎妊娠・出産の場合は、
出産の予定日が属する月の３か月前から６か月間

【国保ねんきん課 ☎ 33 －4113 】

八代市国民健康保険税条例の一部改正について
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※主なものを抜粋して掲載

令和５年４月に友好交流協定締結から５周年を迎え、記念行事として本市を訪問される
台湾基隆市民使節団の受け入れに係る経費を補正するもの

【国際課 ☎33－6846】

― 八代市の未来を創る５つのビジョン関連事業 ―
台湾基隆市友好交流事業  180万5千円

TSMCの本県進出を契機とし、台湾各港から八代港への輸入を促進するため、台湾航路
の拡充を行う船社に対して、追加寄港に係る費用の一部を助成するもの

●寄港助成 １寄港当たり１０万円
●貨物助成 １寄港当たり上限３０万円

【商工・港湾振興課 ☎33－8777】

― 八代市の未来を創る５つのビジョン関連事業 ―
八代港ポートセールス事業 1,200万円

予 算
８月補正予算(8月21日専決分）  940万円
９月補正予算 1億2,540万4千円

県による「子ども食堂支援枠」が拡充されたことに伴い、市内で「子ども食堂」を運営
する団体に対し補助金を交付するもの

【こども未来課 ☎33－8721】

子どもの貧困対策推進事業 75万円

「くまもと土地利用型農業競争力強化支援事業費補助金」を活用し、米、小麦等の土地利
用型農業の競争力強化のため、地域営農組織の規模拡大、生産コストの低減化を図るため
に必要となる機械の導入に係る経費の一部を補助するもの

【農業振興課 ☎33－8751】

くまもと土地利用型農業競争力強化支援事業 941万5千円

アサリ漁業のV字回復に向けて産学官連携プロジェクトを発足し、漁業収益の向上及び
漁獲量の拡大を図る経費（市場調査、漁業者意向調査、事業計画の検討・作成等）を負担
するもの

【水産林務課 ☎33－4472】

アサリ漁業V字回復事業 816万2千円

可決

可決

可決

可決

可決



令和5年 ９月定例会 質疑・一般質問一覧（通告順）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

橋本徳一郎   議員
（日本共産党）

堀 徹男  議員
（誠実）

太田 広則  議員
（公明党）

友枝 和也  議員
（自由民主党 礎）

堀口 晃  議員
（保守系無所属）

野﨑 伸也  議員
（改革市民の会）

木村 博幸  議員
（自由民主党 和）

谷口 徹  議員
（改革市民の会）

橋本 隆一  議員
（公明党）

大倉 裕一  議員
（改革市民の会）

谷川 登  議員
（自由民主党 礎）

山本 幸廣  議員
（保守系無所属）

１ 旧八代市厚生会館の保存及び利活用並びに新八代駅周辺整備について 
２ 県南地域における周産期医療について 
３ 本市の医療提供体制について

１ 新型コロナウイルスワクチン接種後の健康被害給付について
２ 本市における行政事務のデジタル化について 
３ 本市における学校プールのモデル事業について

１ ゼロカーボンシティ宣言を踏まえた公用車等の電動車化に向けた取組について 
２ 市街地循環バス及び乗り合いタクシーの利用状況について
３ 市民からの緊急を要する道路等に関する情報提供システムの導入について

１ こどもの安心・安全な保育環境について 
２ イグサ専用機械について

１ 普通財産となった旧八代市厚生会館の今後について 
２ 第３次熊本県動物愛護推進計画に対する本市の取組について

１ ふるさと納税制度の改正に伴う本市への影響等について
２ 熱中症対策の観点から見た小中学校体育館のエアコン活用について 
３ 八代市職員倫理条例及び八代市政治倫理条例について 
４ 新八代駅周辺における文化コンベンションセンター（仮称）の建設について

１ 本市のゼロカーボンシティ実現に向けた取組について 
２ 本市の移住定住及びＵＩＪターン就職支援の取組について

１ 本市における婚活及び終活支援について
２ 球磨川坂本地区河川防災ステーション整備計画について
３ 本市における入札及び契約制度について 

１ ひとり暮らしの高齢者に対する支援について
２ 本市における成年後見人の受任状況について 
３ 子宮頸がんなどを予防するＨＰＶワクチン接種の取組について 
４ アサリ漁業Ｖ字回復事業について

１ 本市における買い物困難者支援について 
２ 周産期医療に関する本市の考え方について 
３ 本市における療育支援の考え方について 
４ 新型コロナウイルスワクチン接種後の健康被害について
５ ＡＬＰＳ処理水海洋放出に対する本市の認識及び風評被害について

１ 本市における林道の整備状況について 
２ 本市消防団員の熊本県消防学校への入校について
３ 災害時における行政の対応について
４ 泉支所移転計画について
５ ふれあいセンターいずみの道の駅開駅への取組について

１ 八代城跡の景観整備について 
２ 金剛コミュニティセンターの建設について 
３ トマト及び米等の生産農家に対する支援策について
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◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
健
康
被

害
給
付
に
つ
い
て

９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

予
防
接
種
健
康
被
害
給
付
金
事
業
が
提
案
さ
れ
た
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
任
意
で
あ
り
、積
極
的
に
打
ち
た
い
人
、

た
め
ら
う
人
、
打
て
な
い
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
や
状

況
を
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
選
択
に
は
判
断

材
料
の
丁
寧
な
提
供
が
市
民
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

で
も
あ
り
、
国
を
は
じ
め
行
政
組
織
の
役
割
だ
と
考
え

る
。
本
市
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
副
反
応
に
よ

る
健
康
被
害
給
付
の
申
請
者
数
と
認
定
者
数
及
び
給
付

ま
で
の
期
間
、今
後
の
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
お
け
る

健
康
被
害
救
済
制
度
は
、
予
防
接
種
法
に
規
定
さ
れ
て

お
り
、
国
が
認
定
し
、
市
町
村
が
給
付
す
る
こ
と
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
申
請
件
数
は
８
件
で
、
こ
の

う
ち
、
現
在
６
件
に
つ
い
て
国
か
ら
の
認
定
が
あ
っ
て

い
る
。
申
請
か
ら
国
の
認
定
ま
で
の
期
間
は
、
平
均
す

る
と
、
お
よ
そ
１
年
６
か
月
と
な
っ
て
お
り
、
認
定
後
、

市
は
速
や
か
に
請
求
者
へ
給
付
金
を
支
給
し
て
い
る
。

な
お
、
給
付
金
の
財
源
は
、
国
が
全
額
負
担
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
、
市
民
に
対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有

効
性
や
副
反
応
の
状
況
、
並
び
に
健
康
被
害
救
済
制
度

に
つ
い
て
周
知
を
行
う
。

一般質問
動画配信

◆
県
南
地
域
に
お
け
る
周
産
期
医
療
に
つ
い
て

７
月
末
の
新
聞
等
で
、
県
南
の
周
産
期
医
療
を
担

い
、
人
吉
・
球
磨
地
方
の
ハ
イ
リ
ス
ク
出
産
を
受
け
入

れ
て
い
る
熊
本
労
災
病
院
が
産
科
を
休
止
す
る
と
報
道

さ
れ
、
大
き
な
不
安
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

同
病
院
は
医
師
体
制
を
確
立
し
産
科
を
継
続
し
た
い

意
向
で
あ
る
が
、
実
績
と
医
療
態
勢
か
ら
も
そ
れ
が
望

ま
し
く
、
本
市
は
支
援
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

県
の
第
８
次
保
健
医
療
計
画
と
、
本
市
の
総
合
計
画

に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
と
考
え
る
が
、
本
市
の
受

止
め
と
対
策
を
問
う
。

健
康
福
祉
部
長
・
市
長

本
市
は
、「
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち

や
つ
し

ろ
」
を
掲
げ
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
市
民
が
安
心
し
て
出
産
に
臨
め
る
こ
と

が
大
変
重
要
と
考
え
て
い
る
。
現
在
、
県
が
来
年
度
か

ら
の
「
保
健
医
療
計
画
」
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
策
定
に
際
し
て
は
、
市
は
会
議
の
委
員
と
し
て

出
席
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
意
見
等
を
申
し
上

げ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
八
代
圏
域
に
お
い
て
、
今
後
も
周
産
期
医
療

提
供
体
制
が
維
持
さ
れ
る
よ
う
、
県
と
し
っ
か
り
連
携

し
な
が
ら
、
熊
大
病
院
及
び
市
内
医
療
機
関
等
へ
の
協

力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

◆
市
民
か
ら
の
緊
急
を
要
す
る
道
路
等
に
関
す
る
情
報

提
供
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て

地
域
の
公
共
道
路
に
お
い
て
、
最
近
で
は
線
状
降

水
帯
の
大
雨
被
害
、
台
風
接
近
の
被
害
、
地
震
の
被
害

な
ど
、
本
市
の
山
間
部
を
中
心
に
道
路
の
被
害
が
顕
著

で
あ
る
。
突
発
的
な
緊
急
を
要
す
る
道
路
の
不
具
合
は
、

い
ち
早
く
市
民
か
ら
の
通
報
が
行
わ
れ
て
き
た
と
思
う

が
、
さ
ら
な
る
市
民
の
通
報
や
情
報
提
供
を
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
す
る
観
点
か
ら
、
専
用
ア
プ
リ
や
ス
マ
ホ
の
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
機
能
を
活
用
す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
た
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。

そ
こ
で
本
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

建
設
部
長

市
民
か
ら
の
情
報
提
供
の
手
段
に
つ
い
て
は
、
電
話

に
よ
る
連
絡
の
ほ
か
、
各
課
宛
て
の
メ
ー
ル
や
市
政
協

力
員
を
介
し
て
の
連
絡
な
ど
、
様
々
な
手
法
に
よ
る
。

ま
た
、
道
路
の
異
常
に
つ
い
て
は
、
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
や
地
域
要
望
な
ど
に
よ
り
把
握
し
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
連
絡
手
段
の
選
択
肢
が
増
え
、
気
軽
に
通
報
い
た

だ
け
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
位
置
情
報
や
写
真
に
よ
り
、
状
況
の
把
握
が

容
易
に
な
る
な
ど
の
効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
導

入
に
つ
い
て
は
、
コ
ス
ト
面
や
実
用
性
等
を
精
査
し
、

最
適
な
方
法
を
検
討
す
る
。

答

答

答 問

堀 徹男

問

問

一般質問
動画配信

橋本 徳一郎

一般質問
動画配信

太田 広則
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◆
普
通
財
産
と
な
っ
た
旧
八
代
市
厚
生
会
館
の
今
後
に

つ
い
て

６
月
定
例
会
で
八
代
市
厚
生
会
館
の
条
例
が
廃
止

さ
れ
、
普
通
財
産
と
な
っ
た
旧
厚
生
会
館
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
市
の
決
定
に
つ
い
て
市
民
や
利
用
者
の
間

の
中
で
不
満
や
不
信
感
あ
る
い
は
疑
念
を
持
た
れ
て
い

る
。ま

た
、
公
共
施
設
の
運
営
や
再
利
用
に
関
す
る
市
長

の
方
針
に
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
、
ま
だ
議
論
の
余

地
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
旧
厚
生
会
館
は
歴
史
的
建
造
物
の
観
点
か
ら
も

様
々
な
活
用
方
法
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
建
物
の
利

活
用
に
つ
い
て
今
後
市
民
と
話
し
合
い
を
す
る
考
え
は

な
い
か
伺
う
。

経
済
文
化
交
流
部
長

旧
厚
生
会
館
を
歴
史
的
建
造
物
と
し
て
活
用
す
る
た

め
の
国
の
支
援
制
度
は
、
現
時
点
で
は
な
い
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、
旧
厚
生
会
館
に
つ
い
て
、

老
朽
化
し
た
建
物
を
現
状
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は

安
全
管
理
の
面
か
ら
も
適
切
で
は
な
く
、
将
来
的
に
は

施
設
を
解
体
し
、
そ
の
跡
地
を
に
ぎ
わ
い
と
憩
い
の
場

と
な
る
よ
う
な
空
間
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

中
心
市
街
地
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
方

向
性
を
示
し
た
う
え
で
、
廃
止
条
例
を
議
決
い
た
だ
い

た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
、
建

物
の
再
利
用
を
テ
ー
マ
と
し
た
話
し
合
い
の
場
を
設
け

る
予
定
は
な
い
。

一般質問
動画配信

一般質問
動画配信

一般質問
動画配信

◆
こ
ど
も
の
安
心
・
安
全
な
保
育
環
境
に
つ
い
て

昨
年
９
月
に
静
岡
県
の
認
定
こ
ど
も
園
に
お
い
て
、

送
迎
バ
ス
に
園
児
が
置
き
去
り
に
さ
れ
、
熱
中
症
で
亡

く
な
る
事
故
が
発
生
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
国
は
、
昨

年
10
月
に
「
こ
ど
も
の
バ
ス
送
迎
・
安
全
徹
底
プ
ラ
ン
」

を
取
り
ま
と
め
た
。

そ
こ
で
本
市
の
送
迎
用
バ
ス
の
安
全
設
置
状
況
に
つ

い
て
問
う
。
あ
わ
せ
て
、
保
育
所
へ
の
登
園
・
降
園
の

状
況
に
つ
い
て
保
護
者
か
ら
の
連
絡
を
容
易
に
し
、
職

員
間
で
確
認
、
共
有
を
支
援
す
る
た
め
の
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ

シ
ス
テ
ム
の
導
入
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長

本
市
の
保
育
所
に
お
け
る
送
迎
用
バ
ス
へ
の
安
全
装

置
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
、
本
年
８
月
上
旬
に
、
私

立
保
育
所
８
園
16
台
の
バ
ス
全
て
に
設
置
が
完
了
し
て

い
る
。

登
園
・
降
園
に
係
る
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入

状
況
は
、
公
立
保
育
所
で
は
、
令
和
３
年
度
に
９
園
全

園
で
導
入
を
終
え
て
い
る
。
私
立
保
育
所
で
は
、
昨
年

度
末
で
13
園
が
導
入
済
で
あ
り
、
さ
ら
に
本
年
度
中
に

６
園
が
導
入
予
定
で
あ
る
。

置
き
去
り
事
故
を
防
止
す
る
対
策
と
し
て
は
、
送
迎

用
バ
ス
へ
の
安
全
装
置
の
設
置
と
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
二
重
チ
ェ
ッ
ク
で
、
安
全
性
の
さ
ら
な
る
向

上
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、
シ
ス
テ
ム
導

入
を
推
進
す
る
。

◆
熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら
見
た
小
中
学
校
体
育
館
の

エ
ア
コ
ン
活
用
に
つ
い
て

本
市
で
は
、
避
難
所
設
備
の
充
実
を
目
的
に
、
有

利
な
起
債
を
活
用
し
、
今
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で
各

校
区
の
小
中
学
校
ど
ち
ら
か
の
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を

整
備
し
て
い
く
と
し
て
い
る
。
設
置
し
た
体
育
館
の
エ

ア
コ
ン
は
、
熱
中
症
対
策
と
し
て
授
業
で
も
積
極
的
に

活
用
す
べ
き
と
考
え
る
が
教
育
部
の
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
今
回
の
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
や
一

人
一
台
配
備
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
い
ず
れ
も
多
額
の

更
新
費
用
が
必
要
と
な
る
が
、
そ
の
更
新
費
用
等
の
対

策
、
考
え
を
伺
う
。

教
育
部
長

今
回
の
小
中
学
校
体
育
館
エ
ア
コ
ン
整
備
は
、
避
難

所
対
応
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
全
て
の
学
校
に
設
置

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
学
校
教
育
活
動
中
の
活

用
に
あ
っ
て
は
、
非
設
置
校
と
の
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
慮

し
、
授
業
や
行
事
等
へ
の
活
用
範
囲
を
検
討
し
て
い
る
。

学
校
体
育
館
エ
ア
コ
ン
の
機
器
更
新
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
関
係
部
局
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
財
源
確
保

も
含
め
た
計
画
的
な
整
備
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

児
童
生
徒
用
一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
費

用
は
、
費
用
の
一
部
を
国
の
負
担
と
す
る
方
針
が
８
月

末
に
文
部
科
学
省
か
ら
示
さ
れ
た
。
今
後
、
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
財
源
確
保
に
努
め
る
。

答

答 問

問

問

答

野﨑 伸也

堀口 晃

友枝 和也
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◆
球
磨
川
坂
本
地
区
河
川
防
災
ス
テ―

シ
ョ
ン
整
備
計

画
に
つ
い
て

国
の
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
計
画
が
、
球

磨
川
流
域
で
は
初
め
て
坂
本
町
に
お
い
て
登
録
さ
れ
た
。

こ
の
「
球
磨
川
坂
本
地
区
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

整
備
計
画
」
に
つ
い
て
、
事
業
の
主
体
や
役
割
、
整
備

の
内
容
等
を
建
設
部
長
に
伺
う
。

ま
た
、
整
備
後
の
敷
地
は
、
平
常
時
に
は
広
場
と
し

て
使
用
で
き
る
よ
う
だ
が
、
坂
本
町
の
創
造
的
な
復
興

や
賑
わ
い
の
創
出
に
、
こ
の
広
場
を
ど
う
活
用
し
て
い

く
の
か
を
市
長
に
問
う
。

建
設
部
長
・
市
長

河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
河
川
管
理
者
の
国
土

交
通
省
と
水
防
管
理
者
の
八
代
市
が
連
携
し
て
整
備
す

る
も
の
で
、
国
が
計
画
を
登
録
す
る
こ
と
で
事
業
が
行

わ
れ
る
。
水
防
活
動
に
必
要
な
土
砂
等
の
資
材
を
備
蓄

し
て
お
き
、
災
害
発
生
時
に
は
緊
急
復
旧
を
行
う
拠
点

と
な
る
。
国
は
ヘ
リ
ポ
ー
ト
等
を
含
む
基
盤
整
備
を
行

い
、
市
は
再
建
す
る
坂
本
支
所
に
水
防
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
。

ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
、
に
ぎ
わ
い
の
再
生
に
つ
な
が
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
の
皆
様
の
交
流
や
憩
い
の
場

と
し
て
の
整
備
も
行
い
、
坂
本
町
の
創
造
的
復
興
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

一般質問
動画配信

一般質問
動画配信

◆
本
市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て

近
年
異
常
気
象
・
気
象
災
害
に
関
す
る
世
界
各
地

か
ら
の
ニ
ュ
ー
ス
が
絶
え
な
い
。
国
連
事
務
総
長
が
使

っ
た
言
葉
の
「
地
球
沸
騰
化
の
時
代
」
は
日
本
の
み
な

ら
ず
世
界
中
で
認
知
し
、
未
来
の
子
ど
も
達
の
た
め
、

私
た
ち
大
人
が
対
策
を
講
じ
て
責
務
を
果
た
す
必
要
が

あ
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
取
組
は
本
市

の
一
丁
目
一
番
地
と
言
え
る
施
策
。
そ
こ
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
の
内
容
や
「（
仮
称
）
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
や
つ
し
ろ
推
進
計
画
」
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

政
策
審
議
監

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
は
、
二
酸
化
炭
素

排
出
量
の
実
質
ゼ
ロ
が
必
要
で
あ
る
が
、
２
０
５
０
年

度
の
将
来
推
計
結
果
で
は
森
林
吸
収
量
を
差
し
引
い
て

も
、
約
19
万
ト
ン
が
残
存
す
る
結
果
と
な
り
、
こ
れ
を

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
と
し
た
場
合
に
必
要
な

導
入
量
を
目
標
値
と
し
て
整
理
し
た
。

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
や
つ
し
ろ
推
進
計
画
」
は
、
二
酸
化

炭
素
排
出
量
の
削
減
目
標
を
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
２

０
１
３
年
度
比
50
％
削
減
、
ま
た
、
次
世
代
を
担
う
ひ

と
づ
く
り
や
再
エ
ネ
の
導
入
・
利
用
の
推
進
な
ど
６
つ

の
取
組
の
方
向
性
を
定
め
、
市
が
実
施
す
る
取
組
等
を

整
理
し
、
10
月
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
上

で
決
定
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

◆
ア
サ
リ
漁
業
Ｖ
字
回
復
事
業
に
つ
い
て

か
つ
て
本
市
の
漁
獲
高
の
約
８
割
を
占
め
て
い
た

ア
サ
リ
の
漁
獲
高
は
、
平
成
20
年
の
１
２
０
０
ト
ン
を

ピ
ー
ク
に
、
平
成
24
年
に
は
最
盛
期
の
６
０
０
分
の
１

相
当
の
２
ト
ン
ま
で
激
減
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

９
月
定
例
会
に
予
算
計
上
を
し
て
あ
る
ア
サ
リ
漁
業

Ｖ
字
回
復
事
業
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

農
林
水
産
部
長

か
つ
て
本
市
の
漁
獲
高
の
大
部
分
を
占
め
た
ア
サ
リ

は
出
水
や
食
害
等
複
合
的
な
要
因
で
激
減
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
産
ア
サ
リ
の
産
地
偽
装
も
発
生
し
、
ア
サ

リ
漁
業
は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
ア
サ
リ
漁

業
の
収
入
の
向
上
と
漁
業
就
業
者
数
の
回
復
を
図
る
た

め
、
漁
獲
量
の
拡
大
及
び
漁
業
収
益
の
向
上
に
つ
な
が

る
取
組
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。

ア
サ
リ
漁
業
を
復
活
し
、
漁
業
経
営
の
安
定
化
に
寄

与
す
る
た
め
、「
八
代
の
儲
か
る
ア
サ
リ
漁
業
の
Ⅴ
字
回

復
に
向
け
た
産
学
官
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
お
い
て
、

ブ
ラ
ン
ド
化
、
観
光
漁
業
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
食
害
対
策
な
ど
水
産
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
策
に
取

り
組
む
。

答

答

答 問

問

問

谷口 徹

一般質問
動画配信

木村 博幸

橋本 隆一
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◆
泉
支
所
移
転
計
画
に
つ
い
て

平
成
28
年
熊
本
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
本
庁
舎
も

昨
年
２
月
に
完
成
し
、
本
市
行
政
の
中
核
を
担
っ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
各
支
所
の
有
効
活
用
や
施
設
老

朽
化
に
伴
う
施
設
整
備
な
ど
検
討
さ
れ
て
い
る
。
泉
支

所
に
お
い
て
は
、
築
50
年
を
迎
え
て
お
り
、
か
な
り
の

老
朽
化
も
進
ん
で
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
、
泉
支

所
移
転
の
計
画
も
あ
る
と
聞
き
及
ん
で
い
る
が
、
本
件

に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
が
必
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
泉
支
所
の
移
転
計
画
に
至
っ
た
経
緯

及
び
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
部
長

泉
支
所
庁
舎
は
、
老
朽
化
に
よ
る
外
壁
の
は
が
れ
や

雨
漏
り
な
ど
、
施
設
の
安
全
な
維
持
管
理
に
支
障
を
き

た
し
て
お
り
、
早
急
な
対
応
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

数
年
前
か
ら
近
隣
施
設
へ
の
移
転
を
模
索
し
て
お
り
、

医
療
や
地
域
活
動
の
拠
点
で
あ
る
と
と
も
に
バ
ス
停
や

郵
便
局
が
隣
接
す
る
「
振
興
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
」
を
軸

に
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
、
関
係
団
体
へ
の
説
明
と
協
議
を
行
っ
て

い
る
が
、
今
後
は
支
所
だ
よ
り
や
各
種
会
合
な
ど
で
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

移
転
を
契
機
に
、
地
域
振
興
の
中
心
的
役
割
が
十
分

に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

一般質問
動画配信

一般質問
動画配信

一般質問
動画配信

◆
本
市
に
お
け
る
買
い
物
困
難
者
支
援
に
つ
い
て

最
低
限
の
生
活
を
営
む
た
め
、
買
い
物
困
難
者
を

支
援
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
本
市
の
基

本
的
な
考
え
を
伺
う
。

ま
た
、
関
係
部
署
が
い
く
つ
も
ま
た
が
っ
て
い
る
た

め
、
支
援
の
充
実
に
は
組
織
体
制
を
明
確
に
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
組
織
体
制
の
構
築
に
対

す
る
考
え
と
、
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

さ
ら
に
、
近
年
の
燃
料
高
騰
等
に
よ
っ
て
移
動
販
売

の
事
業
継
続
が
厳
し
い
と
聞
き
及
ぶ
が
、
県
が
補
助
を

行
っ
て
い
る
事
業
と
、
対
象
と
な
る
諸
条
件
に
つ
い
て

伺
う
。総

務
企
画
部
長
・
市
長
・
健
康
福
祉
部
長

買
い
物
困
難
者
対
策
は
、
単
に
商
品
の
提
供
と
い
う

支
援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
高
齢
者
や
要
援
護
者
の
移
動
手

段
の
確
保
、
地
域
の
憩
い
の
場
の
形
成
な
ど
交
通
・
福

祉
分
野
等
を
含
め
た
多
角
的
な
視
点
に
立
っ
た
対
策
が

必
要
で
あ
る
。
地
域
の
方
々
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
安

心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
民
間
事
業
者
や
関

係
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
な
が
ら
、
全
庁
横
断
的
な

体
制
を
整
え
、
買
い
物
困
難
者
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

く
。ま

た
、
移
動
販
売
に
つ
い
て
は
、
熊
本
県
の
地
域
福

祉
総
合
支
援
事
業
の
補
助
対
象
と
な
る
場
合
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
移
動
販
売
事
業
者
へ

事
業
の
周
知
や
申
請
に
関
す
る
支
援
を
行
う
。

◆
八
代
城
跡
の
景
観
整
備
に
つ
い
て

八
代
城
跡
は
国
指
定
史
跡
で
あ
り
、
日
本
遺
産
の

構
成
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
を
代
表
す
る
歴
史

文
化
遺
産
で
も
あ
る
。
最
近
で
は
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港

も
本
格
化
し
て
き
て
お
り
、
観
光
客
や
市
民
も
城
跡
を

訪
れ
る
機
会
が
増
え
て
き
て
い
る
。

し
か
し
、
城
跡
周
辺
の
石
垣
の
雑
草
は
生
い
茂
り
大

変
見
苦
し
い
景
観
で
あ
る
。
八
代
城
跡
を
大
切
に
す
る

方
々
か
ら
、
築
城
４
０
０
年
と
い
う
節
目
で
も
あ
る
の

で
き
れ
い
に
し
て
ほ
し
い
と
要
望
も
あ
っ
た
。そ
こ
で
、

清
掃
状
況
と
予
算
化
を
行
い
景
観
整
備
に
取
組
む
意
思

は
あ
る
の
か
伺
う
。

市
長
・
経
済
文
化
交
流
部
長

八
代
城
跡
の
石
垣
に
つ
い
て
は
、
一
般
的
な
清
掃
作

業
は
難
し
く
、
近
年
は
、
企
業
や
団
体
等
の
御
厚
意
に

よ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
清
掃
活
動
を
実
施
い
た

だ
い
て
い
る
。
昨
年
度
は
諸
般
の
都
合
で
実
施
さ
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、
今
年
度
は
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

一
方
で
、
ク
ル
ー
ズ
船
の
入
港
が
本
格
化
し
、
市
内

外
か
ら
の
観
光
客
が
増
加
す
る
中
、
現
在
の
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
依
存
し
た
景
観
維
持
で
は
限
界
が
あ
る
。

八
代
城
跡
は
、
本
市
を
代
表
す
る
歴
史
文
化
遺
産
で

あ
り
、
重
要
な
観
光
資
源
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
石
垣
清

掃
を
含
む
景
観
整
備
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
、
そ
の
予
算
化
に
つ
い
て
は
、
今
後
し
っ
か

り
と
対
応
し
て
い
く
。

答

答

答 問

問

問

大倉 裕一

谷川 登

山本 幸廣
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付
託
さ
れ
ま
し
た
事
件
２
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・
議
案
第
75
号
・
坂
本
町
中
津
道
に
存
す
る
建
物
及
び
こ

れ
に
附
属
す
る
家
具
、
備
品
一
式
に
係
る
財
産
の
無
償

譲
渡
に
つ
い
て

・
議
案
第
77
号
・
村
平
橋
災
害
復
旧
工
事
（
Ｒ
２
災 

第

４
６
２
８
号
）に
係
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

の
２
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
２
件
及
び
条
例
案
４
件
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
70
号
・
令
和
５
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
６
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
71
号
・
令
和
５
年
度
八
代
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
・
第
１
号

・
議
案
第
81
号
・
八
代
市
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
82
号
・
八
代
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
83
号
・
八
代
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

・
議
案
第
84
号
・
八
代
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

の
６
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
１
件
及
び
決
算
２
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
70
号
・
令
和
５
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
６
号
（
関
係
分
）

の
１
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
67
号
・
令
和
４
年
度
八
代
市
水
道
事
業
会
計
利

益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
１
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
68
号
・
令
和
４
年
度
八
代
市
簡
易
水
道
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
１
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
認
定
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
２
件
、
事
件
４
件
及
び
決
算

１
件
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
70
号
・
令
和
５
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
６
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
72
号
・
令
和
５
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会
計 

補
正
予
算
・
第
１
号

の
２
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
73
号
・
令
和
５
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
５
号
（
関
係
分
）に
係
る
専
決
処
分
の
報
告
及

び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
78
号
・
清
掃
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
に
係
る
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

・
議
案
第
79
号
・
八
代
生
活
環
境
事
務
組
合
の
共
同
処
理

す
る
事
務
の
変
更
及
び
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
80
号
・
八
代
市
と
氷
川
町
と
の
間
の
一
般
廃
棄

物
の
焼
却
処
理
に
関
す
る
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

の
４
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
69
号
・
令
和
４
年
度
八
代
市
下
水
道
事
業
会
計

利
益
の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

の
１
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
及
び
認
定
し
ま
し
た
。

 

付
託
さ
れ
ま
し
た
予
算
案
２
件
及
び
事
件
３
件
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
議
案
第
70
号
・
令
和
５
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
６
号
（
関
係
分
）

・
議
案
第
85
号
・
令
和
５
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
７
号

の
２
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
次
に

・
議
案
第
73
号
・
令
和
５
年
度
八
代
市
一
般
会
計
補
正
予

算
・
第
５
号
（
関
係
分
）に
係
る
専
決
処
分
の
報
告
及

び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
74
号
・
鏡
町
下
村
字
屋
敷
の
土
地
に
係
る
専
決

処
分
の
報
告
及
び
そ
の
承
認
に
つ
い
て

・
議
案
第
76
号
・
訴
え
の
提
起
つ
い
て

の
３
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
審
査
し
た
結
果
、
全
会
一

致
で
、
原
案
の
と
お
り
承
認
及
び
可
決
し
ま
し
た
。

委
員
長
報
告

委
員
長
報
告

令
和
２
年
７
月
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令和５年９月定例会 採決結果
〔全会一致で可決した議案〕
議案番号 議　　　　案　　　　名

議案第67号

議案第68号

議案第69号

議案第70号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

議案第74号

議案第75号

議案第76号

議案第77号

議案第78号

議案第79号

議案第80号

議案第81号

議案第82号

議案第83号

議案第84号

議案第85号

議案第96号

議案第97号

議案第98号

発議案第4号

令和４年度八代市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

令和４年度八代市簡易水道事業会計決算の認定について

令和４年度八代市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について

令和５年度八代市一般会計補正予算・第６号

令和５年度八代市国民健康保険特別会計補正予算・第１号

令和５年度八代市下水道事業会計補正予算・第１号

専決処分の報告及びその承認について（令和５年度八代市一般会計補正予算・第５号）

財産の無償譲渡について（鏡町下村字屋敷の土地）

財産の無償譲渡について（坂本町中津道に存する建物及びこれに附属する家具、備品一式）

訴えの提起について

契約の締結について（村平橋災害復旧工事（Ｒ２災第４６２８号））

契約の締結について（清掃センター解体工事）

八代生活環境事務組合の共同処理する事務の変更及び規約の一部変更について

八代市と氷川町との間の一般廃棄物の焼却処理に関する事務の委託について

八代市重度心身障がい者医療費助成に関する条例の一部改正について

八代市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部改正について

八代市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

八代市国民健康保険税条例の一部改正について

令和５年度八代市一般会計補正予算・第７号

教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて

監査委員の選任つき同意を求めることについて

企業誘致用地及び新八代駅周辺整備に関する調査特別委員会を設置する決議案

議
員
発
議

　令和５年９月定例会において議員発議による特別委員会の設置に関する決議案１件が提
出され、原案のとおり可決されました。
◆企業誘致用地及び新八代駅周辺整備に関する調査特別委員会を設置する決議案
（発議案第４号）
　【提案理由】
　本市の将来にとって重要な政策と言える企業誘致用地及び新八代駅周辺整備事業は、
スピード感をもって取り組まなければならないことから、本件を一括して調査する当
該特別委員会を設置する必要がある。
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建設環境委員会 ８月２日～４日

　建設環境委員会は、都市計画・建設工事に関する諸問題、生活環境に関する諸問題について調査を
行っており、下記事項について各市へ視察を実施しました。

山口県防府市
防府市ごみ処理基本計画に基づく
３Rの実践活動について
　プラスチックごみによる海洋汚染
や食品ロスの問題など、大きく変化
するごみ処理を取り巻く状況下にお
いて、安定的な廃棄物処理体制を構
築されている防府市の手法について
調査を行い、今後の委員会活動に生
かすものである。

広島県呉市
第３次呉市環境基本計画について
　環境保全に関する長期的な目標と
施策を推進するため、気候変動への
対応、地域環境の保全、循環型社会
の構築などについて、環境基本計画
に基づき、推進されている呉市の調
査を行い、今後の委員会活動に生か
すものである。

広島県東広島市
（広島中央環境衛生組合）

一般廃棄物処理基本計画（第２次）
について
　最終処分量ゼロの実現を目的と
し、それぞれの都市特性、一般廃棄
物処理フロー等を勘案し、ごみ処理
適正化の推進、エネルギーの利活用
などを推進される同組合の取組につ
いて調査を行い、今後の委員会活動
に生かすものである。

文教福祉委員会 ８月２日～８月４日

　文教福祉委員会は、教育に関する諸問題、保健・福祉に関する諸問題について調査を行っており、
下記事項について各市へ視察を実施しました。

兵庫県西宮市
西宮市立こども未来センターの
取組について
　発達面や生活面など様々な課題や
不安を持つ子供がその可能性を最大
限に伸ばすことができるよう、福祉・
教育・医療が連携し、子供と保護者
に対する切れ目のない支援を行う西
宮市立こども未来センターの取組等
について調査を行い、今後の委員会
活動に生かすものである。

大阪府岸和田市 兵庫県明石市
顔認証技術を活用した登園把握
及び子育て支援について
　保育現場のＤＸを推進し、子ども・
保護者の安心・安全の確保及び保育
現場の負担軽減を目的に、子供の登
園把握における顔認証技術の実証実
験に基づく効果検証及び子育て支援
の取組について、調査を行い、今後
の委員会活動に生かすものである。

明石市の子育て支援事業について

　全国的に人口減少・少子高齢化が
進む中、「こどもを核としたまちづ
くり」「誰にもやさしいまちづくり」
を推進することで、２０１２年から
人口は１０年連続で増加し続ける明
石市の「こどもを核としたまちづく
り」に関連する子育て支援事業の取
組等の調査を行い、今後の委員会活
動に生かすものである。

　●  行政視察の報告  ●
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経済企業委員会 ８月７日

　経済企業委員会は、産業・経済の振興に関する諸問題について、水道事業に関する諸問題について
調査を行っており、下記事項について大阪府泉佐野市へ視察を実施しました。

大阪府泉佐野市
ふるさと納税について

　本市は令和４年度のふるさと納税の寄付額実績が、約２８億８０００万円で、全国８６位という結果となった。
一方、泉佐野市においては、累計１０００億円を超える寄付額を集め、毎年度全国自治体ふるさと納税寄付額ラ
ンキングで常に上位に位置していることから、泉佐野市の推進体制、返礼品を取り扱う事業者との連携や PR の
手法など取組を調査し、今後の委員会活動に生かすものである。

総務委員会 ８月７日～８月８日

　総務委員会は、行財政の運営に関する諸問題、総合計画の策定推進等に関する諸問題について調査
を行っており、下記事項について各市へ視察を実施しました。

奈良県生駒市
ＤＸを活用した取組について

　本市はＤＸを推進しており、あらゆる分野におけ
るデジタル化に取り組んでいる。市の保有する行政
情報を誰でも活用できる形で公開する「オープンデー
タ」の利活用を行う生駒市を調査し、今後の委員会
活動に生かすものである。

大阪府富田林市
ＳＤＧｓ選定都市における貴市の取組について
　本市と同様にＳＤＧs 未来都市及び自治体ＳＤＧs
モデル事業に選定され、地域店舗や福祉施設等の民
間事業者が保有するリソースを活用し、地域課題の
解決を支援しながら「稼ぐ」仕組みにつなげる富田
林市の取組
を調査する
ことにより
今後の委員
会活動に生
かすもので
ある。
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編集・文責：八代市議会広報委員会

　今年は八代市と台湾の基隆市が友好交流協定を締
結して５周年になります。これを記念し、基隆市か
ら邱佩琳副市長をはじめとする市民使節団27名が10
月20日から21日まで本市を訪れました。
　同使節団は、市長表敬や議場など市役所本庁舎見
学の後、歓迎レセプションに出席。２１日にはやつ
しろ全国花火競技大会を観覧しました。

市議会情報を積極的に発信していきます
市議会広報委員会委員
（令和５年10月２日～）

後列左から　友枝和也、谷口徹、堀口晃、木村博幸
前列左から　金子昌平（委員長）、橋本貴喜（副委員長）

本紙に関する御意見・御要望はこちらまで　
TEL 32-5984・FAX 33-4440　　
E-mail:gikai@city.yatsushiro.lg.jp

■八代市議会ホームページ
八代市議会

■八代市議会 Facebook

■八代市議会だよりはアプリでも
　閲覧できます

熱烈歓迎！台湾基隆市民代表團

市職員や来庁者が拍手で出迎え 【議場見学】
田方議長が議場の特徴を説明

きゅうはいりん

10月20・21日
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